
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 3年度 事 業 報 告 書

特定非営利活 法人  ノヽ王子視覚障害者 祉協会

1 事業の成果
視党障害者の外出支援を目的に、障害者総合支援法に基づく同行援護事業を行った。

この事業は、視覚障害者に対し同行援護従業者派遣事業 (同行援護)を行なったものであり、

事務所 (八王子市明神町4丁目2番 2号秀和第 2人王子レジデンス103号)を設置し、
派遣サービスをした。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【67,217】 千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

事 業 報 告 用

足承に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受 益

対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

障害者総合支
援法に基づ く
同行援護事業

硯見障害看同行援護事業
所を本会事務所に置き本
事業所登録の同行援護従
業者を派遣し、視覚障害者
の社会参加のための同行
援護事業を行った。

26,283時 間 利用
依頼
る (
から
内・
内・
域等

者の
によ
自宅
市
都

貯
地

1司

従
96

行抜
業者
7名

護 硯見障害
者

1,270名 67,217,743
円

暑薇
業本事業所登録の同行援護
従業者を対象に、はなみず
き職員、運営委員を講師に
同行援護技術向上のため
研修会を開催した。

莉型コロす
ウイルスの
為、書面研
修

人硯協事
務所

従事看
3名
同行援護
従業者
104名

11,000円

文化芸術等雨
民交流・共生
事業

新年懇親会 令和 4年

1月 8日 (土 )

人王子市
生涯学習
センター
クリエイ
トホール

従事者
4名
街鰊告
者と家族

総数
61名

60,000円

載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

足
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)



式 12 28 関係 )

令和3年度  活動計算書
令和 3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 八王子視覚障害者福祉協会
(単位 :円 )

科
日

【 金 額

0

18,000
178.000

67,217,743
57,000
405,354
352,000

415,050
105.000

114.378

194,713
10,396

68,032,097

196,000

205,109

520,050

114,378

26,220
57,376
232,480
120,914
100,610
6,360
125,583
240,667
19,358,500
35,607,605
785,989
91,859
7,471

3,660,330
61,500
672,772

317,

2,364,

824,

289,

222,

293,

6,

954,

92,

774,

1,018,

357,

356,

72,

9,

22,

757,

500
705
684
366
666
900
000
624
948
483
155
600
885
100

152

973
460
550
999
810
000

16,

844,

70.

61,156,236

9,667.560

69 067 634

823 796

△ 1,756,162

(経常収支の部 )

I 経常収入の部
1 会費・入会金収入
入会金収入
正会員会費収入
賛助会員会費収入
2 事業収入
同行援護事業収入
チーム lo協力金
交流事業収入
福祉大会関連収入
3 補助金等収入
助成金収入
補助金収入
4 寄付金収入
一般寄付金
5 その他収入
雑収入
受取利息収入
経常収入合計

Ⅱ 経常支出の部
1 事業費
緊急対応費
広報部費
事業費
タンデム自転車体験会費
同好会補助費
交通対策部費
総務部費
チーム10発送費
はなみずき事務員給与
同行援護従業者給与
事務員交通費
職員活動費
福利厚生費
同行援護従業者交通費
バザー経費
福祉大会関連支出
2 管理費
退職金
法定福利費
福利厚生費
通信費
水道光熱費
理事会交通費
総会費用
広告宣伝費
接待交際費
事務用消耗品費
備品消耗品費
マンション管理費
保険料
租税公課
諸会費
慶弔費
リース料
支払手数料
貸倒損失
雑費
法人税・住民税及び事業税
経常支出合計
経常収支差額

Ш その他資金収入の部
1 雑収入
その他の資金収入合計

Ⅳ その他資金支出の部
その他資金支出合計

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

△ 1,756,162

20,953,755

19,197,593



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和3年度  貸借対照表

令和4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 八王子視覚障害者福祉協会

[税込]  (単 位 :円 )
科

日

【 金 額

資産の部

1 流動資産
現金・預金

普通預金

現金・預金 計

売上債権

売掛金

売上債権 計

その他流動資産

立替金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

土地

建物

建物附属設備

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

ソフ トウェア

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

事務所維持積立金 (三菱 )

80周年事業積立金 (西武 )

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計
資 産 の 部 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

預 り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
固 定 負 債 合 計

負 債 の 都 合 計

皿 正味財産の部
正味財産

(う ち当期正味財産増加額 )

正 味 財 産 の 部 合 計

負債及び正味財産の部合計

2,685,252

14,067,966

36,853,044

2,685,252

11,382,714

11,382,714

0

2,477,000

5,388,782

1,419,214

566,970

22,785,078

9,851,966

356,667

356,667

12,375,542

200,903

12,576,445

7,865,095

113,241

7,978,336

7,978,336

0

0

28,874,708

△ 2,191,524

28,874,708

36,853,044



16号 (法第 28

重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
なし。

(2)固定資産の減価償却の方法
建物は定額法、器具備品は定率法によっています。

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金
なし。

引当金

令和 3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

法人

なし。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
なし。

〈5)消費税等の会計処理
税込。

2.事 業別損益の状況

科 目
事業 事業 事業 事業

事業部門計 管理部門 合計

68,032,097 68,032,097
205,109

196,000

114,378

520,050

196,000

114,378

520,050
68,032,097
205,109

68,032,197 68,032.097 1,035,537 69,067,634

61,156,236 61,156,236 61,156.236
61,156,236 61,156,236 61,156.236

317,500
2,028,185
824,684
289,366
222,666
293,900
954,624
92,948
774,483
1,018,155
6,000
357,600
356,885
72,100
9,152
22,973
757,460
550
16,999

771,882
844,810
70,000 10,102,922

10,102,922
71.259,158

△ 2 191 524

1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当
人件費計
(2)そ の他経費
退職金
法定福利費
福利厚生費
通信費
水道光熱費
理事会交通費
広告宣伝費
接待交際費
事務用消耗品費
備品消耗品費
総会費用
マンション管理費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

保険料
租税公課
諸会費
慶弔費
リース料
支払手数料
貸倒損失
減価償却費
雑費
法人税・住

I



内容 金額 算定方法

4

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳
(単 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の技分方法

円

７
，

期末残高 備考内容 期首残高 当期増加額 当期減少額

合計

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却果計額 期末帳簿価額

8,222,240
1,750,184
1,810,757
2,477,000

760,000

8,222,240
1,750,184
1,810,757
2,477,000

760,000

2,833,450
330,970
1,243,787

403,333

5,388,790
1,419,214
566,970
2,477,000

356,667

15,020,181 15,020,181 4,811,540 10,208,641

有形固定資産

建物
建物付属設備

什器備品

土地

無形固定資産
ソフトウェア

投資その他の資産
敷金

合計

当期返済科 日 期首残高 当期借入 期末残高

合計

科 目

計算書類に

計上された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

8

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和3年度  財産目録

令和 4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 八王子視覚障害者福祉協会

[税込]  (単位 :円 )
科

日

【 金 額

資産の部

1 流動資産
(1)現金預金

普通預金

西武信金

りそな

みずほ

-菱UFJ

現金・預金 計

(2)売上債権

売掛金

利用者

国保連

売上債権 計

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

土地

建物

建物附属設備

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

ソフトウェア

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

事務所維持積立金 (三菱)

西部信用金庫定期

三菱UFJ銀行 (普通預金 )

80周年事業積立金 (西武)

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 の 部 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債
未払金

預 り金

源泉所得税

流 動 負 債

2 固定負債
固 定 負 債

合 計

合 計

部

産

負  債  の

正  味  財

合   計

2.685,252

(10,333)

(27,500)

(2,521,944)

(27)

14,067,966

36,853,044

2,685,252

11,382,714

(464,615)

(10,918,099)

11.382,714

2,477,000

5,388,782

1,419,214

566,970

22,785,078

9,851,966

356,667

356,667

12,375,542

(10,000,000)

(2,375,542)

200,903

12.576,445

7,865,095

113,241

(113,241)

7,978,336

7,978,336

0

0

28.874,708



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 年間役員名簿

令和 3年 4月 1日 から令和4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 人王子視覚障害者福祉協会

役 名 氏    名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事長 宮 り|1  純 令和3年4月 1日

～令和4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理  事 人 代 啓 吾 令和3年4月 1日

～令和4年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理  事 田 中 秩加香 令和3年4月 1日

～令和4年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理 事 西   梨 沙 令和3年4月 1日

～令和4年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理 事 小 林 直 美 令和3年4月 1日

～令和4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

監  事 伊 藤  薫 令和3年4月 1日

～令和4年3月 31日

年 月 日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人__」墨圧ヨ巳菫瞳 者福祉協会

氏   名

1
伊藤 由実子

2 稼農 稔

3 落合 利江

4 河津 正肇

5
高木 幸子

6 深澤 成嘉

7
モハメド・バシル

8 山下 広司

9
三上 晃

10
鈴木 友

11
塚本 展子

12


